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「竜宮城・香炉」　全体の形状のイメージは海の王
国、竜宮城。色とりどり、さまざまな魚が取り囲み訪
れるさまを表現しました。素地が生乾きのあいだに
下絵を描き、乾燥しきる前に彫り上げた。内部の香
立ては海亀をかたちづくっています。

「猫の舞い・大皿」　中央の踊る猫たちは、江戸時代
に描かれた絵を写したもの。その周囲には「踊りた
くなる猫の気持ち」を想像して、愛らしい猫の姿態
を模様に表現しました。

「宝づくし・蓋物・置物」　猫、うさぎ、桃など、いずれ
も丸みのある形状で、全体に宝づくしの図案を散ら
し、縁起のいい小品にしました。伝統的な図案です
が、描き線を白色にしやわらかな感じにしました。

〒601-1395
宇治市炭山久田21-1
犬塚陶房
TEL.0774-32-2064　FAX.0774-32-5794

柴田 遊
2000年宇治市炭山の犬塚陶房に従事。2002年京都
府立陶工高等技術専門学校図案科卒業。京都市東
山区の　野昭阿弥勤務を経て、2006年、炭山の犬塚
陶房に再び従事する。2011年「京もの認定工芸士」
認定。2014年「伝統工芸士」（京焼・清水焼加飾部門）
認定。
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